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設楽ダム建設を止め、みどりの流域圏づくりをめざす全国集会宣言

国土交通省は、総貯留容量 万 の設楽ダムの建設に関する基本計画を 月 日に9800 m3 10 27
公示し、 日には補償基準を示しました。建設に取り掛かろう、という姿勢です。28

設楽ダム計画が立てられた 年ころと、 年近く経過した現在とでは、産業構造や経1970 40
済社会を取り巻く状況、この地域の水需給の状況は、根本的といえるほど大きく変化しまし

た。また、流域の森林や田園、さらには三河湾にいたるまでの、環境に大きな変化が生じて

います。

これまで繁栄を謳歌してきたアメリカから発した金融破たんが世界同時不況の危機をもた

らしています。また、 兆円に及ぶ累積債務を抱える国と自治体の財政状況は 諸1000 OECD
国中最悪です。これまでアメリカ依存一辺倒でやってきた日本の産業、経済や安全保障を含

めた政治の根本的な見直しが迫られているのです。いまや、これまでの惰性で「公共事業主

導による経済成長」の神話によりかかっている場合ではありません。

私たちは以下のように考えます。

Ⅰ 設楽ダム建設事業は、「公共事業」として実施できるような計画ではない。

① 愛知県東部の東三河地域は、水余り状態で、新規の水資源開発は必要ない。

② 設楽ダムによる洪水調節の効果は少なく、ダムによらない確実な治水こそ求められて

いる。

③ 設楽ダム建設の主な目的 流水の正常な機能の維持 は 流水を巨大ダムに溜めて 正「 」 、 「

常な機能を破壊」しようとするもので本末転倒もはなはだしい。

④ 新規かんがい用水の開発について農民から事業の承諾を得ていない。

⑤ また、かんがい用水受益者負担分を徴収条例を制定しないで徴収せず愛知県が肩代わ

りするもので、特ダム法 条に違反している。10
⑥ 閉鎖性の強い三河湾への影響についてアセス対象から除外し、固有種・天然記念物な

ど貴重な生物種の保全措置がとられていないなど、環境アセスメントは欠陥だらけで、

このままでは取り返しのつかない環境破壊をもたらす。

Ⅱ 自然破壊のダム造りではなく、「みどりの流域圏づくり」のために公共投資を行うべきである。

過去半世紀、川の上流域を犠牲にして下流部の経済的発展を優先する政策が押し進められ

てきました。上流域では集落を維持していくのも大変な状態です。しかしながら、寒狭川上

流域の自然環境は大きく壊されずに残されてきました。多くの自然環境を破壊してきた現在

では、貴重な財産となっています。この財産を生かして、豊かな自然を生かした源流の森と
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共生する里創り、みどりの流域圏創りを進める活動こそ、地域住民と豊川流域圏の人々の未

来に希望を与えるものです。ダム建設で上流域を沈めてしまうことはこの可能性を奪うこと

です。

① 水資源は、コンクリート・ダムではなく流域の森林から供給されるものである。

② 流域の森林や農地が健全に保全されることで、洪水も軽減される。

③ 豊かな自然、源流の森が残る寒狭川上流域は流域全体の大切な財産である。

④ 健全な森や田園（すなわち、みどりの流域）によって三河湾の豊かな生態系が保全さ

れる。

⑤ 自然環境と共生しつつ、安心して暮らせる社会を次世代に残していく地域づくりが大

切である。

⑥ ゼネコンの利益ではなく、流域住民自身が幸福な生活を追求することこそ地域の目標

である。

⑦ 経済的な利益を上げてきた下流域から上流域へ、⑤・⑥の視点で官民協働して積極的

に貢献するべきである。

設楽ダム計画は「公共事業」としての体をなさない無駄で環境破壊を進めるものです。住

民の声に耳も貸さず建設へと突き進むことは、国・県による「公共性」に名を借りた犯罪と

1997しか言いようがありません。目的を失ったダム計画を続けるために持ち出されたのが、

年改正で河川法に新たに盛り込まれた「河川環境の整備と保全」の文言であり、これを使っ

た「流水の正常な機能の維持」目的です。

設楽ダム・徳山ダム・木曽川水系連絡導水路事業など 「流水の正常な機能の維持」を掲げ、

て無理で無駄な巨大開発をおこなう点において、国土交通省中部地方整備局は全国の地方整

。 、「 」 、備局の中でも突出しています 莫大な公金を投入し 河川環境の整備と保全 を掲げながら

森林から海域にまで及ぶ流域の環境を著しく破壊するこれらの建設事業を、流域住民への説

明責任も果たさず進めることは許されません。

* 政・官・業三者の癒着体の利益を追い求める従来型 公共事業 には さようなら！「 」 、

* 住民の幸福を求める「みどりの流域圏づくり」に、手厚い公共投資を！

* 設楽ダム建設事業は、直ちに中止を！

2008年11月02日

愛知県新城市にて

設楽ダム建設を止め、みどりの流域圏づくりをめざす全国集会参加者一同
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